
じ ょ う し の お か 吹上中学校 教育スローガン

令和6年夏休み号

文責:校長 北條
ホームページＱＲコード笑顔と感動あふれる吹上中

第１学期終業式式辞 ～無駄なことは一つもない～
１学期、大変お世話になりました。２学期も変わらぬご支援をお願いいたします。

次回の学校だより９月号から､保護者の皆様へは｢さくら連絡網｣にて発信いたします。

吹上中学校だより

【抜粋】夏休みに入るとすぐ、７月26日からパリオリンピックが始まります。皆さんはどの
競技を楽しみにしていますか。最近、男女のバレーボールが世界大会で活躍しランキングを
上げています。昨年の世界陸上優勝、やり投げの北口選手も楽しみです。実は、私が密かに
注目しているのは、競泳の池江璃花子選手です。ご存じの通り、池江選手は世界ランク１位
に上り詰め絶頂期であった18歳のときに白血病となり、死の淵をさまよった末に復帰し、延
期となった東京オリンピックにリレーで出場を果たしました。その１年前のイベントで、彼
女は世界へ向け次のようにメッセージを発信しました。「思っていた未来が一夜にして別世界
のように変わる。それは、とてもきつい経験でした。スポーツは人に勇気や絆をくれるもの
だと思います。私も闘病中、仲間のアスリートの頑張りにたくさんの力をもらいました。今
だって、そうです。練習でみんなに追いつけない。悔しい。そういう思いも含めて、前に進
む力になっています。もちろん、世の中がこんな大変な時期にスポーツの話をすること自体、
否定的な声があることもよく分かります。ただ一方で思うのは、逆境からはい上がっていく
ときには、どうしても希望の力が必要だということです。希望が遠くに輝いているからこそ、
どんなに辛くても、前を向いて頑張れる。私の場合、もう一度プールに戻りたい。その一心
で辛い治療を乗り越えることができました。世界中のアスリートと、そのアスリートから勇
気をもらっている全ての人のために。１年後の今日、この場所で希望の炎が、輝いていてほしいと思います。」
世界のトップだった池江選手が練習を再開し、みんなについて行けない、まだ東京オリンピックへの出場が決ま

っていないときのメッセージです。その姿を見て心打たれ、何とか復活して東京オリンピックへ出場してもらいた
いと思ったのを覚えています。あれから４年が経ち、｢無駄なことは一つもなかった｣と言う彼女の姿をパリで見る
ことができ、勝ち負けでは得られない感動があるのではと楽しみにしています。
先日のアンケートで１学期を振り返っていただき

ましたので、皆さんがどう認知しているのか確認し
たいと思います。結果を数値と円グラフで表してい
ますのでご覧ください。数値は４点が最高点です。
円グラフのオレンジと黄色がプラスの評価でパーセ
ントで示されています。『Ａ』の｢あいさつ｣は数値で
３.７、プラス評価は91％と全体的に良い結果でし
た。また、来校されたお客様からも、いつもお褒め
の言葉をいただいております。『Ｋ』の｢家庭学習｣は
プラス評価は85％ですが、数値では３.２と他より
もやや下がります。『Ｂ』の｢部活動やクラブ等の活
動｣は数値で３.8、プラス評価が96％と昨年度より
５％高く、最高評価のオレンジも82％とよく頑張っ
ていたことが分かります。続いて、リーダーシップ
の発揮度ですが、｢統率力､意思決定力｣は数値で3.0
と三つの中で一番低くなってますが、プラス評価は
昨年より10％アップの71％で、苦手としていたみ
んなの意見をまとめたり、集団の意思を決定したり
することを自分なりに克服してきていると考えられ
ます。｢コミュニケーション力｣は数値で３.５、プラ
スの評価が93％で、昨年度と同等の好結果となり、
小学校時代より話合い活動を多く経験していること
で、小中一貫教育の成果が表れていることが分かり
ます。｢判断力､自主性｣は数値で３.４、プラス評価
が92％と昨年度より少し上がっており、全体的に自
主性が育ってきていることがうかがえます。４月に
実施された２年生の｢とちぎっ子学習状況調査｣にお
いても、｢家で自分で計画を立てて勉強している｣｢家
で学校や塾で決められた宿題のほかに自分で考えた
学習をしている｣の項目で、肯定的な回答が県や市の
平均を大幅に上回っていました。実際に家庭学習の時間はどうなっているのか、期末テスト前１週間の１日平均学
習時間で見てみます。３年生が２時間19分で昨年度11月より６分増、２年生が２時間８分で昨年度11月より21分
減、１年生が１時間54分となっています。一般的に中学生の家庭学習の時間は｢学年＋１時間｣と言われます。この
調査は期末テスト前１週間になりますので、自分で考え計画的にやっているものの、少し物足りなさを感じます。
今後、更に成績アップを目指すには、勉強の質はもちろんのこと、時間の確保も必要になってくるでしょう。夏休
み明けすぐに実力テストがあります。３年生は、先日の実力テストの結果を冷静に分析してメタ認知し、得意分野
を更に伸ばしながら、苦手分野を克服できるよう、計画的に学習に取り組んでください。１・２年生は、本年度初
めての実力テストになります。範囲表が出ていますので、夏休みの課題と併せて計画的に取り組んでください。そ
して、２学期がより充実したものになることを期待しています。

『Ｋ』家庭学習を充実させることができた。(平均3.2点)
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栃木市のモデル事業として､昨年９月よりハンドボール部と
卓球部が休日の部活動を地域スポーツ団体「とちぎスマイルコ
ミュティ｣にお願いしています。栃木市は、本年度で７校11部
活、来年度で13校26部活の地域移行を目標に掲げて推進して
おり、本校は本年度９月よりバドミントン部も加え、栃木市の
中でも先進的に地域移行を進めているところです。
地域移行して約10か月になりますが、専門的なご指導をい

ただき、技術力の向上はもちろんのこと、卓球部は地区総体で
団体３位の好成績を収めるなど両部とも実力を付けてきていま
す。しかし、顧問と地域指導者が同時に指導することがほとん
どないため、指導方針のすり合わせなど課題も見られ、更なる
連携強化の工夫が必要になってくるかと思っています。
今後、バドミントン部についても説明会を開いたり、移行期

間を設けたりなど丁寧に進めていく予定です。お陰様で、本校
の地域移行は、本地区の地域スポーツ団体・地域指導者によっ
て支えていただいております。また、新人大会では女子バレー
ボール部が皆川中と合同チームを組みます。令和８年度に向け
て、３校統合より一足早く部活動の統合が段階的に進んできて
いますので、ご理解･ご協力をお願いいたします。

第１学期の表彰関係

○栃木支部親善ハンドボール大会 ○全日本中学校通信陸上競技大会

第３位 栃木県大会

○栃木支部親善バレーボール大会 １年女子100m
女子 第３位 第4位 ○ ○○

○栃木支部親善バドミントン大会 ○下都賀地区総合体育陸上競技大会

男子団体 準優勝 １年女子100m 優 勝 ○ ○○
男子シングルス 準優勝 ○○○○ ○下都賀地区総合体育卓球大会

男子ダブルス 第３位 ○○○○･○○ ○ 女子団体 第３位
○栃木支部親善卓球大会 ○栃木県ウエイトリフティング競技選手権大会

女子団体 準優勝 中学女子の部 49㎏級 第2位 ○○○○
女子ダブルス 第３位 ○○○○○･○○○○ ○栃木市民ソフトテニス大会

○○○○･○○ ○ 優 勝 ○○○○･○○○○○
○栃木支部親善ソフトテニス大会 準優勝 ○○○○･○○○○
男子団体 優 勝 ○歯と口の健康週間

個人戦 準優勝 ○○○○･○○○○○ よい歯の生徒 ○○○○○
標語の部 入選 ○○○○
ポスターの部 入選 ○○○○

第１学年親子学び合い事業講習会（7/5） 生徒会リサイクル（7/6）

多くの保護者の皆様にご参加いただき､｢ネッ 第１回目の生徒会リサイクルを前日準備と併
ト時代の歩き方講習会｣を開催いたしました。講 せて全員参加で実施いたしました。資源物の積
師の先生から､特に｢スマホの使い方｣について詳 み込みやトラックによる運搬など、おやじの会
しくお話をお伺いし､その危険性について改めて とPTA本部役員の皆様にお手伝いいただき、無
考えさせられました。今後､ご家庭でも話合いを 事に終了し、お陰様で大きな収益を得ることが
するいいきっかけになったことと思います。 できました。ご協力ありがとうございました。

どうなってる？運動部活動地域移行


